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I.緒 言

Barkan, G.の 所 謂"easily split off blood iron"1)

訳 して易 分離 鉄(以 下 略 してE S Fe)に つ い て は,

教室 に おいて す で に 幾 多 の 研究 が あ り, Lemberg

のcholeglobin或 い はBarkanの 言 うpseudohemo-

globin に 由来 す るこ とが 明確 に され た.更 に 近 年放

射性鉄 が血 色 素 鉄 の追 跡 子 と して 利 用 され る よ うに

なつて,そ の 生 物学 的 意 義 の解 明が 試 み られ 教 室川

口2),田 村3),は 老 朽 期 の 赤血 球 の み な ら ず 一部 末

梢血 中に 出現 して ま もな い 幼 若 赤血 球 中 に もE S Fe

の増加 す るの を確 認 した.

しか し な が らMillerとHahn4), Grinsteinと

Moore5)ら はい ず れ も放 射 性鉄 に よ る研究 の 結果,

赤血球 内 のE S Feは 酸 添加 に よ る血 色素 の 酸 化の

結果生 ず る もの で,化 学 的操 作 に よ る人工 的 産物 と

見 做 し,そ の 生理 的 意 義 は不 明で あ ると した.

さか の ぼつ てBarkan, G.6)ら はE S Fe中 に は一

酸化炭素 の作 用 を受 け鉄 の遊 離 を 阻 止 す る部 分Eと

一酸化 炭素 の 作 用を 全 く受 け ない 部 分E´ と が あ る

ことを提 唱 し, Eは 多 くの場 合O2Eの 形 で 存在 し,

これに不 活性 のgasを 通 気 して解 離 酸 素 を逐 え ば,

再 びEと な り鉄 を遊 離 しな く な る と 述 べ た.更 に

Lemberg7)は, carboxyhemoglobin或 い はreduced

 hemoglobinか ら得 たE S Feは 空 気 下放 置のoxyhe

moglobinか ら 得 たE S Feの1/3に 減 じ,こ の 両者

の差,つ ま りBarkanの 言 うE´ の 部分 は酸 化 に よ

る人 工的 産物 で あ る と し た.教 室 中島8)もO-phe

nanthrolineの 法 に よ る鉄 の 比 色定 量 でE, E´ の存

在を 明か に して い る.

そ こで著 者 は放 射 性 鉄 を用 い て 標 識 した家兎 赤血

球 につい て, E S Fe中 のE´ の存 在 を 確 認 し,更

にこれら入工的産物をとり除いた赤血球内E S Fe

の消長を生体内で経時的に追求することは,そ の本

態の糾明に意義あるものと考え実験を試みた.

II.実 験 方 法

1.実 験材料

1.1.放 射性鉄

放射性鉄 は米国Oak Ridge National Laboratory

製Fe59を 使用した.原 液は放射性塩化第二鉄の塩

酸溶液でFe59の 半減期は47日 である.

1.2.実 験動物

体重2.5kg前 後の雄性家兎を選 び耳静脈より体

重毎10mlの 血液を1日 間隔で4乃 至5回 採血し,

充分貧血させ20%前 後の網状赤血球分利を起 した瀉

血貧血家兎を使用した.

2.実 施方法

2.1. Fe59標 識赤血球の作製

Fe59 Cl3原 液の一定量をあらかじめ家兎血清5ml

と充分混和し室温 で約30分 放置 してFe59-globulin

とな したもの2μc/kg,鉄 量 にして約0.05mg/kg

を瀉血貧血家兎に静注 し,以 後一定時間に末梢血を

採取 し二重蓚酸塩を加えて凝固を防ぎ速やかに0～

4℃ の生理的食塩水で数回遠沈洗條して血漿を完全

に除き,残 りのFe59標 識赤血球を正確に1ml採 り,

 Htで 補正して実験に供 した.

2.2.通 気

有栓試験管内の試料に直径3mmの ガ ラス管より

毎分300乃 至400気 泡の割合でN2並 びにCOを 通

気し諸種必要操作の時以外は栓を施こした.更 に大

気との遮断を完全にする為に通気後tolueneを 重層

した実験 も試みた. gasはN2に ついてはN2-bomb

よ り, COは 硫酸と蟻酸より発生させた ものをそれ
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それ精製使用した.

2.3.還 元剤の投与

還元剤と してはl-ascorbin酸 並びにNa2S2O4を

使用した. l-ascorbin酸 については1規 定のNaOH

に溶解中和しpH 7.2と したものを再蒸溜水にて種

々必要濃度に稀釈使用した.又Na2S2O4は 再蒸溜

水で実験の都度溶解使用した.

2.4.非 放射性鉄剤の投与

赤血球崩壊後の鉄の再利用を組止する為にFinch

ら9)の方法に做つて放射性鉄静注後10日 目からは連

日体重毎kg 3mgの 大量の非放射性鉄剤(glufericon)

を投与した.な お田村3)の 分類に従つて以上の瀉血

貧血家兎より24時問以内と, 10～20日 目及び30～40

日目に採血して得られた標識赤血球は年令的に幼若,

成熟及び老朽と見做した.

3.測 定法

3.1.放 射能の測定

試料の一定量をそのまま試料皿 に入れ神戸工業

製scintillation counter PS-I型 を用いて放射活性を

計測し,測 定値はそれぞれの測定暗 期に応 じFe59

の自然減衰係数で補正 した.

3.2.赤 血球内易分離鉄の放射能測定

Fe59標 識赤血球1mlを 正確 に試料皿にと り,

その放射活性を測定後再蒸溜水で完全溶血させ,以

後BarkanとWalkerの 方法10)に従つて0.4%の 割

に1.2%HCI溶 液を加えて38℃ 恒温槽中に16時 間放

置後, 20%三 塩化醋酸溶液を加え,振 盪混和して滬

液を調製 した.こ の際滬過後の残渣を1mlの 再蒸

溜水で2回 洗滌して赤血球1mlよ り得た滬液全量

についてのE S Fe59の 放射能を計測し赤血球鉄放射

能に対する割合(%)で 示 した.な おE S Fe抽 出に

あたつては諸種gasの 通気並びに還元剤投与等の操

作を試みたが,通 気に際して は溶血後 と, 0.4%の

割 で1.2%HCI溶 液を加えた後と2回 おこなつて密

閉し,又 還元剤は溶血に用いる再蒸溜水中に前 もつ

て一定濃度で含まれるよう調製 し,還 元剤投与後は

直ちに塩酸処理をおこなつた.

III.実 験 成 績

1.成 熟赤血球内易分離鉄に及ぼすN2, CO gas

並びに還元剤の影響

1.1. N2通 気の影響

E S Feの 最 も少なく且つ安定 しているとされてい

る成熟期の赤血球2) 3)に 対 して塩酸処理の前後二回

N2を 通気 した成績はTable 1の 通 りである.実 験

は同一家兎については日を改ため繰り返しおこなつ

た もの で あ るが,そ の易 分 離 鉄(E S Fe59N2)は 大気

下 の そ れ(E S Fe59O2)と 比 較 して 平 均19%程 度 の鉄

遊 離 阻止 が み られ た に止 ま つ た.

Table 1. Influence of Saturation with N2 gas

 on easily split off blood iron (E S Fe).

RBC Fe59: c. p. m. in 1ml. of red blood cell.

E S Fe59: c. p. m. in easily split off fraction of

 RBC Fe59.

E S Fe59O2: E S Fe59 in the air.

E S Fe59N2: E S Fe59 in the presence of N2 gas.

1.2. CO通 気 の 影 響

上 記N2 gasの 場 合 と同様 に してCOを 通気 した

場 合の 易分 離 鉄(E S Fe59CO)の 成 績 をTable. 2に

示す.即 ちCO通 気 に よ りE S Feに 対 す る鉄遊 離

阻止 率 はN2通 気 の場 合 よ り平 均数%増 加 す るが,

そ の値 に す こぶ る動 揺 が あ り一 定 した 結果 は 得難 く

一部 の 例 で は全 く鉄 遊 離 阻止 力 を示 さぬ成 績 を得 た .

しか しあ る例 で はE S Fe59O2の1/3に 減少 した ことか

らN2通 気 に優 ると言 え よ う.

Table 2. Influence of Saturation with CO gas

 on E S Fe.

E S Fc59CO: E S Fe59 in the presence of CO gas. 

1. 3. CO+tolueneの 影 響
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大 気 の酸 素 の 完全 遮 断 の 為'にtoluene重 層 下 に

CO通 気 を20分 間 お こな つ た場 合 の成 績 はTable. 3

のご と くでE S Feの 平均 値 はCO通 気 の み の場

合 に くらべ更 に数%の 減少 を み た が,な お変 動が 激

しくE S FeO2と 殆 ん ど変 らぬ 値 を 示 す例 も あつ た.

Table 3. lnfluence of superposition with toluene

 on E S Fe in the presence of CO gas.

1.4. Na2S2O4添 加 に よ る影響

Antioxygenと して, 0.3mg/dlのNa2S2O4水 溶

液 を塩 酸処 理 直 前 に加 え て 得 た 成 績 がTable. 4で

あるがE S Fe59O2の2倍 に も達 す る鉄 の 分 離 を生 じ

た.

Table 4. Influence of addition of Na2S2O4 on

 E S Fe.

1.5. l-ascorbin酸 添加 に よ る影響

l-Ascorbin酸 の濃 度 が 溶 血 液全 量 に 対 して0.1mg/

ml, 0.5mg/ml, 1mg/ml, 2mg/ml, 4mg/mlと な

る様添 加 し,そ の 彰響 を み るとTable. 5の ご と く

であ る.即 ちl-ascorbin酸0.5mg/ml以 上 のl-

ascorbin酸 は,塩 酸 に よ る鉄 の 分 離 をCO或 い は

N2 gas以 上 に抑 制 し且つ2mg/dlで 充 分 で あ る こ

とがわ か る.

次に2mg/dlのl-ascorbin酸 を添 加 して 成 熟 赤

血 球内易 分 離 鉄(E S Fe59asc)を 測 定 したがTable. 

6の よ うに ほ ぼ大 気 下 のE S Fe59O
2の1/3強 のE S

 Fe59ascを恒 に得 る こと が で き た.

Table 5. Correlation between the dosis of

 l-ascorbic acid and the concentration of

 radioactive iron in E S Fe.

Table 6. Influence of addition of t-ascorbic acid 

on E S Fe.

1.6. COとl-ascorbin酸 併 用 に よ る影響

N2 gasに く らべCO gasがE S Feに 対 す る鉄

分離 抑 制 作 用 に優 れ,又l-ascorbin酸 添 加 時安 定 した

鉄遊 離 阻 止 作 用が 認 め られ たの で,こ の両 者 を併 用

して 得 たES Fe59CO+ascの 成 績 はTable. 7の ごと

くで あ る.即 ちCO gasを1.2%塩 酸 処 理 の前 後で

通 気 し2mg/mlの 割 でl-ascorbin酸 を 添加 した場

合,成 熟 赤血 球 で は 平 均 してE S Fe59O2よ り も 約

1/4に 減 少 し, CO gasの み の場 合 にみ られ たE S Fe

の不 安 定 な変 動 も な くな り,又l-ascorbin酸 のみ

の添 加 時 よ りも更 に鉄 遊 離阻 止 率 は増 加 した.

Table 7. Influence of addition of l-ascorbic acid

 on E S Fe in the presenceof CO gas.
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2.赤 血球 年令 に伴 う 易 分離 鉄 に 及 ぼ すN2, CO

 並 び に 還元 剤の 影 響

2.1. N2通 気 の場 合

家 兎 にFe59液 静 注 後,経 時 的 にE S Fe59N2を 追

求 し, N2 gasの 影 響 を み るとTable. 8, Fig. 1の

ごと くで恒 に空 気下 放 置に よ る場 合 の 赤血 球 内E S

 Fe59O
2よ り も低 値 を示 したが,な お

変 動 が激 し く,時 に はE S Fe59O
2と

近 似 の こと さえ あ る.

2.2. CO通 気 の場 合

CO gasに よ る赤 血 球 内E S Fe

の各 時 期 に み られ る影 響 はTable.

 9, Fig. 2の ご と くで や は りN2

の場 合 と同 様 安 定 した鉄遊 離 抑制

作用 はみ られ ず時 に はE S Fe59O2

よ りも高 い値 をみ るとい う不可 解

な態 度 を示 した.し か しな が ら

E S Fe59O
2' E S Fe59N2' E S Fe59CO

と もにFe59投 与 後 ま もな く の幼

若 赤 血 球 と40日 目近 くの 老朽 赤 血

球 で 増 加の 傾 向 を示 して い る点 で

は 共通 した.

2.3. CO通 気 とl-ascorbin酸 との 併 用 の場 合

す で に実 験 成 績 で述 べ た通 り, CO gasと 還 元剤

の 併 用の 場 合 が最 も安定 した 鉄遊 離 抑制 作 用の あ る

こと を認 め て い るの で,こ の 方 法 を用 い て赤 血球 内

E S Feを 追 求 した成 績 がTable. 10, Fig. 3で あ

Fig. 1. Transitional curves of E S Fe59N2 after intavenous

 administration of Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.

Table 8. E S Fe59 in the presence N2 gas after intravenous administration of

 Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.

Table 9. E S Fe59 in the presence of CO gas after intravenous administration

 of Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.
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Fig. 2. Transitional curves of E S Fe59co after intravenous

 administration of Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.

る.こ の 場 合E S Fe59co+ascはE S Fe59O2に く らべ,

は るか に低 値 を示 し変 動 は少 な くE S Fe59N2' E S

 Fe59COに比較して非常に円滑なものとなつた.即 ち

Fe59液 投与後非常に早期,つ ま り幼若赤血球 にE

 S Feの 一過性上昇を認め次第に減少 して成熟期か

ら老朽 期 への移 行 期 とみ な され る30日

目頃 迄 は ほぼ一 定 の 値 を と り,つ い で

40日 目頃 を 境 と して有 意 の 上昇 を認 め

た.な お この際 興 味 あ る こと は幼 若期

に お け るCO gas並 び にl-ascorbin酸

に よ る鉄遊 離 抑 制 作用 が成 熟期,老 朽

期 のそ れ よ り少 な い こ とで,こ の 点 に

つ いて は次 編 で更 に検 討 した.

IV.総 括 並 び に考 按

1. N2, CO並 び に 還元 剤 の影 響

1928年Barkan, Berger11)ら はす で

にH2がE S Fe抽 出時,鉄 の分 離 を

抑 制 す るカ の あ る こと を発見 し,つ い

でBarkan並 び にSchales6)がCO gas

中 に 同様 の 作用 の あ る こと を指 摘 した.

そ の後Lembergら7)も これ を 支 持 しCO通 気 に よ

りE S Feは 通 気 前 の約1/3に 減 じ,こ の 鉄 遊 離

を阻 止 され るE S Feの 部分,即 ち(E S Feo2-

E S Feco)は 酸 の 為にO2Hbか ら放 出 したO2に よ

る血色 素 の 酸 化 で生 じ た 人工 産 物 で あ る と断 じ

Table 10. E S Fe59 in the presence of CO gas and l-ascorbic acid after

  intravenous administration of Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.
No. 1

No. 2
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Fig. 3. Transitional curves of E S Fe59CO+asc after intravenous

 administration of Fe59 in phlebotomized anemic rabbit.
No. 1

After Intravenous Adminitration of Fe59

No. 2

After Intravenous Administration of Fe59

た.

しか しな が ら放 射 性 鉄 を用 い て 赤血 球 内E S Fe

をCO通 気, N2通 気 及 び非 通気 の条 件下 で 比 較 検

討 した著 者 の成 績 か らは満 足す べ き鉄 遊 離 抑制 作 用

は認 め られ ず, E S Fe59N2はE S Fe59O2の81.0%

(鉄 遊 離 阻 止 率19%), CO通 気 時 で は75.3%(鉄 遊

離 阻 止 率24.7%)に 過 ぎな か つ た,又CO通 気 後

tolueneを 重 層 した場 合 のE S Fe59CO+tolはE S Fe59O2

に く らべ68.5%と か な りの減 少 を み た が, Barkan,

 Lembergの 成 績 に は 及 ば なか つ た.し か しBarkan

らが 発 表 した成 績6)の 中 に も時 に はE S Fecoが

E S Feo2の58～75%と い う非 常 に高 い 場 合 の こと

もあ り,全 て の溶 液 を 種 々 のgas,で

充満 飽 和 す るこ とが ど う して も不 完全

な為 にか か る例 外 的 な場 合 が 生 ず ると

はLembergら も指摘 して い ると ころ

で あ る7).

そ こでO2に よ る酸 化を 防 ぐため の

antioxidantと し てNa2S2O4並 び に

l-ascorbin酸 を適 当濃 度 で 添加 した.

 Na2S2O4に つ い ては 多 過 ぎぬ よ う0.3

mg/mlの 割 で投 与 して 実 験 し たが 異

常 に高 いE S Feを 得 た.周 知 の 通

りNa2S2O4は 一 般 に 試験 管 内 でoxy

hemoglobinか ら reduced hemoglobin

を得 るため に好 ん で 用 い られ る還 元 剤

で あ るが,注 意す べ き こと はO2の 存

在 下 でhemeの 酸 化 的 分解 を しば しば

起 す ことで あ り,又E S Fe抽 出時 の

ご と く塩 酸 処 理 に よ る酸性 溶 液 中で は

Na2S2O4及 び そ の 酸 化 物 か らSO2が

生 成 し,こ れ が 血色 素 の変 性 を起 す 危

険 の存 在す る こと に留 意 すべ きで あ る.

著 者 の 実験 で 微 量 のNa2S2O4投 与 に

もか か わ らず 高 いE S Feを み た のは

上 記 の 理 由 に よ る もの と考 え られE S

 Fe抽 出 時 のantioxidantと して は

Na2S2O4は 不 適 当 と言 え よ う.

これ に く ら べl-ascorbin酸 はE S

 Feの 鉄 遊 離 抑制 に 有効 且 つ 恒 に 安 定

した作 用 を 及 ぼ しE S Fe59O2のほ とん

ど1/3量 に減 じ,そ の 投与 量 は2mg/ml

で 足 り た.こ の こ と か らoxyhemo

globinのglobin.の 部 分 が 変性 され る間にoxyhemo

globinか ら自由 に なつ たO2は 強い 酸 化力 を もつ こ

とが 推察 され るが, Lemberg7)ら に よれ ば,単 にO2

の 存在 がBarkanの 所 謂Eの 部 分 か ら鉄 を 自由 に

す る為 に必 要 で あ り,こ の部 分 は 酸 がhemoglobin

に 作 用す る間 の過 程 に お い てoxyhemoglobinか ら

形 成 され る と して い る.そ して こ の 酸 に よ つ て

oxyhemoglobinか ら 自由に な つ たO2はl-ascorbin

酸 を酸 化 させ る こ と も見 出 して い る.確 か に 著 者

のl-ascorbin酸 添 加 実 験 成 績 か ら もl-ascorbin酸

の投 与 に よ り大 気 中 のO2或 い はoxyhemoglobin

の酸 変 性 に よ り遊 離 した活 性 酸素 に よ るE S Feの

過 分 の産 出は あ る程 度 防 ぎ得 た と考 えて よい.し か
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しなが らここで 問 題 とな るの は, oxyhemoglobinを

試料 と して 用い る場合 のl-ascorbin酸 と のcoupled

 oxidationに よ るcholeglobinの 生 成 で あ る. l-

ascorbin酸 投 与 後 直 ち に塩 酸 処 理 を行 な うに して も

この間 にcoupled oxidationの 起 る可能 性 が あ る.

著者 のl-ascorbin酸 添 加 実験 では そ の 例 を 認 め な

かつ たが,こ の 点 を よ り完 全 に 除 く為 に も 種 々の

gasと 還 元剤 の併 用が 好 ま しい ことは 容 易 に推 論 さ

れ る.そ こで試 み たgasの 中でN2よ り も や や秀

れ た鉄遊 離 抑制 作 用 を も つCO gasと,還 元 剤 か

らl-ascorbin酸 を選 ん で 併 用 した と こ ろ そ のE S

 Fe59CO+ascはE S Fe59O2の23.1%と い う大 巾な 減少

を示 し,か つ他 の方 法 で は時 にみ られ た例 外 的 な高

値 も認 めな かつ た.こ の 成 績 はLembergの そ れ7)

とほぼ一 致 す るもの で あ つ た.

以 上 の実験 か らE S Fe抽 出 時,通 気gasと し

てのCOとantioxidantと して のl-ascorbin酸 の併

用 が 鉄遊 離 阻 止 に 最 も効 果 的 に作 用 しhemoglobin

酸化 に よ る人工 的 産 物 を除 くの に適 して い ると言 え

よう.

2.赤 血球 年 令 に伴 う易 分 離 鉄の 変 動

Finch9)ら が 生 体 内 に お け る 赤 血 球 崩 壊後 の鉄 の

再 利 用を 阻止 す る為 に大 量 の 非 放射 性 鉄 を投 与 す る

方法 を報告 して 以 来,鉄 標識 家兎 赤 血 球 の年 令 を 出

来得 る限 り正 確 に 幼若 と成 熟 及 び老 朽 に 区別 す る こ

とが可能 とな つ た3).

著者 もN2, CO並 び に還 元 剤 を 用 い て 可 及 的 に

人工的 産物 を と り除 い たE S Fe抽 出法 によつ て 生

体 での 赤血 球 年 令 に伴 うE S Fe59の 消長 を 経 時的

に追求 した と ころ, E S Fe59N
2並 び にE S Fe59COで

はE S Fe59O
2と 大 差 な か つ た がE S Fe59CO+ascは 明

らかに全 経 過 を通 じてE S Fe59O2よ り も低値 を た ど

り人工的な鉄の遊離が阻止された消長を得ることが

でき,か つE S Fe59O2にくらべ変動は少 ないが,

 Fe59液 投与 後24時 間 まで の幼 若 赤血 球 並 び に40日 目

頃以 降 の老 朽 赤 血球 に有 意 の上 昇 を認 め た.こ の事

実 は緒 言 で述 べ た 教室 川 口2),田 村3)の 成 績 を 肯定

す る と と もに, Miller4)及 びMoore5)ら の報 告 に反

駁 す る もので あ る.

V.結 論

放 射性 鉄 を用 いて 標 識 し た 家 兎赤 血 球 内E S Fe

につ い て, N2, CO並 び に還 元 剤 に よ る鉄遊 離 阻 止

作用 を検 討 し,以 下 の 所見 を 得 た.

1) E S Fe59に 対 す る 鉄遊 離阻 止 作用 は, N2及

びCO通 気の 場 合(E S Fe59N
2' E S Fe59CO)と 大 気

下放 置 の 場 合(E S Fe59O2)と の間 に有 意 の 差 を 認

めな かつ た.

2)還 元 剤 と してl-ascorbin酸 を添 加 し た 場 合の

E S Fe59ascはE S Fe39O
2の35.8%に 減 じ た が, Na2 

S2O4の 添 加 で は却 つ てE S Fe59の 増 量 を認 めた.

3) CO gas通 気 とl-ascorbin酸 添加 を併用 した場

合,最 も鉄遊 離 阻 止 作用 が 強 く,そ のE S Fe59CO+asc

はE S Fe59O2の23.1%に 減 少 し,こ の両 者 の差 は

血 色素 の 酸化 に もとづ く人工 的産 物 と推 定 す る.

4) E S Fe59CO+ascを 家 兎 生 体 内赤 血球 につ いて,

経時 的 に追 求 す るとE S Fe59O2と 同 様,幼 若期 に最

も多 く,成 熟 期 に最 も少 な く,老 朽 期 に は増加 の 傾

向 を示 した.

(本 論文 の 要 旨は 第22回 日本血 液 学 会総 会及 び 第

9回 日本生 化 学 会 中国 四 国地 方 部総 会に 於 い て発表

した.)
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Studies on Easily Split Off Blood Iron by Radioactive Iron
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Fe69-radioactivities in easily split off iron fraction (E S Fe59) of the rabbit erythrocytes 
labeled with Fe59 were determined respectively under the each condition saturated with N2 or 
CO gas and added with reducing agents such as Na2S2O4 or l-ascorbic acid. The following 
results were obtained.

1. There was no significant difference in the yields of E S Fe59 between the saturation 
with N2 or CO gas and the exporsure to the air.

2. E S Fe59 under the addition with l-ascorbic acid as reducing agents (E S Fe59asc) was 
decreased to 35.8% of the E S Fe59 in the case exporsed to the air (E S Fe59O2), while E S 

Fe59 under the addition with Nat S2 O4 was rather increased.
3. The yield of E S Fe59 under the addition of l-ascorbic acid in the presence of CO gas 

(E S Fe59CO+asc) was decreased to 23.1% of E S Fe59o2' It was thought that the difference 
between these two yields indicate the artificial products as a result of hemoglobin oxidation.

 The inhibitory capacity in isolation of iron from hemoglobin was the largest in the presence 
of l-ascorbic acid and N2 gas.

4. In the hourly determinations of E S Fe59 in rabbit erythrocytes in vivo after intra
venous administration of Fe59, E S Fe59CO+asc was found to be the maximum in the immature 
cells, the minimum in the mature ones and tended to increase in older ones. These results 
were found to be same as that of E S Fe59o2'


